
課題研究自己評価シート（ルーブリック）

「８の力」の定義と17の項目

身につけたい内容 4 3 2 1
問題を発見する力

該当の分野の基礎知識や先行
研究の知識が多い。（知識・理
解）

該当の分野全般において知識が
充実している

該当の分野の先行研究について
は，知識が充実している

該当の分野の先行研究につ
いても，十分な知識がない

該当の分野の先行研究につ
いても，調べていない

「事実」と「意見・考察」を区別で
きる。（思考・判断）

他者の説明を聞いたり読んだりす
るとき「事実・出来事」と「意見・考
察」の部分を適格に区別して考え
ている

他者の説明を聞いたり読んだり
するとき「事実・出来事」と「意見・
考察」の部分がほぼ区別できる

他者の説明を聞いたり読んだ
りするとき「事実・出来事」と
「意見・考察」の部分を区別で
きないことがある

他者の説明を聞いたり読んだ
りするとき「事実・出来事」と
「意見・考察」の部分をほとん
ど区別できない

「既知と課題の区別」　自分に
とっての「未知」（課題）を説明
できる。（思考・判断）

「既知と課題の区別」ができて自
分にとっての「未知」（課題）を説明
でき、自己の具体的な課題ととら
えることができる

「既知と課題の区別」ができて自
分にとっての「未知」（課題）を説
明できるが、自己の具体的な課
題ととらえることはできない

「既知と課題の区別」が曖昧
なため自分にとっての「未知」
（課題）を説明ができない

「既知と課題の区別」ができ
ないため自分にとっての「未
知」（課題）がなにかわからな
い

未知の問題に挑戦する力

自らの課題に対して意欲的に
努力することができる。(意欲･
関心･態度)

生じた課題や疑問を他者にメール
等で尋ねたり、文献やネット等で
調べたりして解決できる

生じた課題や疑問を自分で文献
やネット等で調べだいたい解決で
きる

生じた課題や疑問を自分で
文献やネット等で調べるが解
決に至らないことが多い

生じた課題や疑問を自分で
文献やネット等でも調べたこ
とがない

「計画性」問題点の関連から取
り組む順序を考えることができ
る。(思考･判断)

実験や調査や課題に取り組むと
き，しなければならないことの順番
を決め、計画を書き記してから取
り掛かる

実験や調査や課題に取り組むと
き，しなければならないことの順
番は決めるが、計画を書き記しさ
ず取り掛かる

実験や調査や課題に取り組
むとき，直近にしなければな
らないことだけ考えて取り掛
かる

実験や調査や課題に取り組
むとき，何をしていいかわか
らず取り掛かれない

知識を統合して活用する力

「関連性を見出し分類」データ
の構造化が（メモ・箇条書き・分
類・図式化等によって）できる。
(思考･判断/技能・表現)

データーを適格に構造化し（箇条
書き・分類・グラフ化・図式化・数
式化など）できる

データーをある程度構造化がで
きる

データーを構造化が十分にで
きない

データーを構造化がきない

分析や考察のために，適切な
道具（機器やソフトウェア）を使
うことができる。(知識･理解/技
能･表現)

分析や考察に適切な道具（機器や
ソフトウェア）を適切に使うことがで
きる

分析や考察に道具（機器やソフト
ウェア）を一部使うことができる

分析や考察に（機器やソフト
ウェア）をほとんど使うことが
できない

分析や考察自体ができない

問題を解決する力（まとめる力・
理論的な背景）

「論理的な完全性の追求」学会
等で通用する形式の論文を書
くことができる。(思考･判断/技
能･表現)

形式の整った論文を作成し、その
中に適切なデータ等の示し方がで
き信頼性を担保できる

ある程度形式の整った論文を作
成し、その中に適切なデータ等の
示し方ができる

形式の整ていない論文を作
成し、データ等の示し方が十
分でない

論文が作成できず、データ等
が示されてない

問題解決に関する理論や方法
論についての知識が多い。（知
識・理解）

生じた問題を解決するため問題解
決の手法（目的手段分析，クリティ
カルシンキング，PDS，PDCAな
ど）で問題を分析し解決できる

生じた問題を解決するため問題
を分析することができ、解決しよ
うとする

生じた問題を解決するため問
題を十分に分析できないた
め、解決に至らない

生じた問題を解決するため問
題を分析できず、解決しようと
しない

交流する力

積極的にコミュニケーションをと
ることができる。(意欲･関心･態
度/知識･理解)

発表会やレポートでは積極的に主
体となって発表し、質問に対しても
積極的に説明する

発表会やレポートでは発表に加
わり、質問に対しても問われたら
説明する

発表会やレポートでは消極的
であるが加わり、質問に対し
て答えようとしない

発表会やレポートに無関心
で、参加の意欲が見られない

発表会や協同学習・協同作業
の場において，「責任」と「義
務」が自覚できる。(意欲・関心･
態度)

グループ活動では，リーダーとし
て役割分担を行なったり、中心的
な役割を受け持つことができる。

グループ活動では，役割が決ま
れば責任をもって取り組むことが
できる

グループ活動では、与えられ
た役割を果たすことができな
いこともある

グループ活動では，役割から
のがれるか役割を果たさない
ことが多い

発表する力

「準備時」発表のために，必要
な情報が抽出・整理された資料
を作ることができる。(思考･判
断/知識・理解/技能・表現)

あらかじめ整えた資料から抽出・
整理して発表のため効果的かつ
適切な分量の原稿（発表原稿や
要旨）を作ることができる。

あらかじめ整えた資料から抽出・
整理して発表資料を作るが不十
分であったり適切な分量でなかっ
たりすることがある

資料から抽出・整理して発表
資料を作ることが苦手であ
る。

発表資料を作ったことがない

「発表時」発表の効果を高める
工夫ができる。(技能･表現)

発表の効果を高める工夫（メモを
見ない，ジェスチャーを交える，語
りかける，聞き手に応じてわかり
やすく説明する等）が十分できる

発表の効果を高める工夫がある
程度できる

発表の効果を高める工夫を
行おうとしているが十分でな
く、メモを見ないと発表できな
い

発表の効果を高める工夫をし
たことがない

質問する力

疑問に思う内容を，質問を前提
にまとめることができる。（思
考･判断）

発表会等で聞き手として参加する
とき疑問に思う内容を，質問を前
提にまとめることができる

発表会等で聞き手として参加す
るとき，疑問に思う内容を質問に
変えることができる

発表会等で聞き手として参加
するとき，疑問に思う内容が
あっても質問できない

発表会等で聞き手として参加
するとき，疑問に思うことがな
い

「伝えること」発言を求めること
ができる。（思考･判断/技能・
表現）

発表会等で聞き手として参加する
とき疑問が生じたら積極的に質問
し，議論しようとする

発表会等で聞き手として参加す
るとき疑問が生じたら質問する
が，解決できなくても追質問はし
ない

発表会等で聞き手として参加
するとき疑問が生じても声を
かけられないと質問しない

発表会等で聞き手として参加
するとき疑問が生じても，声
をかけられても質問しない

議論する力

「予測して調査・資料の作成」
論点になりそうなことの準備が
できる。（思考・判断）

発表会での発表や質問に対して、
質問される内容を予測し、十分な
資料等を準備できる

発表会での発表や質問に対し
て、質問される内容を予測し、あ
る程度資料等を準備できる

発表会での発表や質問に対
し、質問を予測できず、資料
等も十分に準備できない

発表会での発表や質問に対
して、質問を予測できず、資
料等を準備しない

発表や質問に対して議論を進
めることができる。（思考・判断
/知識・理解）

相手の発表や質問に対し客観的
な根拠を示し回答する。また，議
論がかみ合うように相手の反応に
対応し，議論の継続に努力する

相手の発表や質問に対し回答で
きる。また，相手の言い分も聞き
議論を進行できる

相手の発表や質問に対し回
答できる場面もある。また，相
手の言い分も聞き議論を進
行できる

相手の発表や質問に対し回
答しない。また，相手の言い
分も聞かず議論がなりたたな
い

評価日（2/8　課題研究発表会終了後　黄色）　　　組　　　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　　　・

評価できない項目は評価しない
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